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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトと、ステータコアと、このステータコアに導線を巻装して形成された複数のコ
イルと、前記ステータコアの内側に回転自在に設けられたロータコアと、前記コイルの導
線に前記ロータコアの周方向に向けて並べられて取り付けられた複数のターミナルボルト
とを備えた電動モータの前記複数のターミナルボルトを位置決めする位置決め装置であっ
て、
　前記ターミナルボルトが挿通可能な位置のそれぞれに間隔を空けて設けられた複数の挿
通部を有する本体部を備え、
　この本体部は、前記挿通部に前記ターミナルボルトを挿通させた状態で、前記シャフト
の周囲に環状に配設されて前記電動モータに取り付けられている
　ことを特徴とする位置決め装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の位置決め装置において、
　本体部は、連結可能な同一形状の複数の分割片にて構成され、
　前記各分割片には、少なくとも１つの挿通部と、互いに係合可能な係合部とを有してい
る
　ことを特徴とする位置決め装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の位置決め装置において、
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　本体部には、ターミナルボルトの少なくとも一部を覆う突出片が設けられている
　ことを特徴とする位置決め装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の位置決め装置において、
　かしめ固定可能なかしめ部と、平板状の接続片とを有する圧着端子を備え、
　この圧着端子は、かしめ部が導線の端部にかしめ固定され、前記接続片がターミナルボ
ルトの端部に溶接されて取り付けられている
　ことを特徴とする位置決め装置。
【請求項５】
　導線を巻装して形成された複数のコイルと、
　これらコイルの導線に取り付けられたターミナルボルトと、
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の位置決め装置とを備えた
　ことを特徴とする電動モータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コイルの導線に取り付けられた複数のターミナルボルトの位置決めが可能な
位置決め装置及び電動モータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電動モータのコイルを構成する導線に取り付けられた複数の接続端子等の位置決
め態様としては、ねじ止め、半田付け、樹脂製の結束バンド等を用いた方法等が用いられ
ている。
【０００３】
　そして、この種の電動モータとしては、例えば、特許文献１に示す技術が知られている
。この特許文献１に記載された電動モータは、ブラシレスモータであって、略円筒状のモ
ータカバー内に円周状にコイルが配置されている。これらコイルは、順にＵ相コイル、Ｖ
相コイル、Ｗ相コイルとなるような配電パターンが形成された配電基板に接続されている
。そして、この配電基板には、計３本のリード線が接続されており、これら３本のリード
線がモータカバーの外部へ引き出された構成とされている。
【０００４】
　さらに、この種の電動モータとしては、例えば、特許文献２に示す技術が知られている
。この特許文献２に記載された電動モータは、ＳＲモータであって、中空円筒状のケース
本体内に設置されたステータコアに導線が巻装されて３相構造とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２７３２９２号公報
【特許文献２】特開２００８－２５９３７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した特許文献１に記載されたブラシレスモータは、モータカバー内から外部へ引き
出されているリード線が３本である。これに対し、上述した特許文献２に記載されたＳＲ
モータは、３相構造のため、計６個の接続端子が必要となる。このため、これら計６個の
接続端子各々の位置決め及び絶縁性を確実に確保する必要があり、これら接続端子の位置
決めが容易ではないという問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、従来技術における上記問題を解決し、ターミナルボルトの位置決めが
容易な位置決め装置及び電動モータを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため、請求項１記載の発明は、シャフトと、ステータコアと、こ
のステータコアに導線を巻装して形成された複数のコイルと、前記ステータコアの内側に
回転自在に設けられたロータコアと、前記コイルの導線に前記ロータコアの周方向に向け
て並べられて取り付けられた複数のターミナルボルトとを備えた電動モータの前記複数の
ターミナルボルトを位置決めする位置決め装置であって、前記ターミナルボルトが挿通可
能な位置のそれぞれに間隔を空けて設けられた複数の挿通部を有する本体部を備え、この
本体部は、前記挿通部に前記ターミナルボルトを挿通させた状態で、前記シャフトの周囲
に環状に配設されて前記電動モータに取り付けられていることを特徴とする位置決め装置
である。
【０００９】
　請求項２記載の発明は、請求項１に記載の発明において、本体部は、連結可能な同一形
状の複数の分割片にて構成され、前記各分割片には、少なくとも１つの挿通部と、互いに
係合可能な係合部とを有していることを特徴とする位置決め装置である。
【００１０】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の発明において、本体部には、タ
ーミナルボルトの少なくとも一部を覆う突出片が設けられていることを特徴とする位置決
め装置である。
【００１１】
　請求項４記載の発明は、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の発明において、
かしめ固定可能なかしめ部と、平板状の接続片とを有する圧着端子を備え、この圧着端子
は、かしめ部が導線の端部にかしめ固定され、前記接続片がターミナルボルトの端部に溶
接されて取り付けられていることを特徴とする位置決め装置である。
【００１２】
　請求項５記載の発明は、導線を巻装して形成された複数のコイルと、これらコイルの導
線に取り付けられたターミナルボルトと、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の
位置決め装置とを備えたことを特徴とする電動モータである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載された発明によれば、電動モータの複数のコイルの導線に取り付けられ
たターミナルボルトを本体部の挿通部に挿通させた状態で、この本体部を電動モータに取
り付けることによって、ターミナルボルトが位置決めされる。よって、これらターミナル
ボルトの位置決めが容易にできる。また同時に、ターミナルボルトを位置決めすることに
よって、ターミナルボルト間の絶縁を確保できるとともに、これらターミナルボルトの固
定が容易にできる。
【００１４】
　また、複数の挿通部を有する本体部がシャフトの周囲に環状に配設されている。このた
め、電動モータのコイル等の取り付け位置に関わらず、コイルの導線に取り付けられたタ
ーミナルボルトを本体部の挿通部に連通させてシャフトの周囲に位置決めできるから、タ
ーミナルボルトの位置決めをより容易にできる。
【００１５】
　また同時に、環状の本体部の挿通部のそれぞれにターミナルボルトを挿通させた状態で
本体部を取り付けることによって、これらターナルボルトが位置決めされる。このため、
ロータコアの周方向に向けて並べられて取り付けられた複数のターミナルボルトであって
も、これらターミナルボルトを容易に位置決めできる。
【００１６】
　請求項２に記載された発明によれば、本体部を、連結可能な同一形状の複数の分割片に
て構成し、これら分割片が、少なくとも１つの挿通部と、互いに係合可能な係合部とを有
している。よって、これら分割片の係合部を互いに係合させることによって本体部となる
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。そして、各分割片が同一形状であるため、複数の分割片を製造することによって本体部
を製造できる。このため、本体部を一つの金型で製造する場合に比べ、各分割片に製造な
金型を小さくできるから、本体部の製造性を向上できる。
【００１７】
　請求項３に記載された発明によれば、本体部に設けた突出片によって、この本体部の挿
通部に挿通されて位置決めされたターミナルボルトの少なくとも一部が覆われる。よって
、ターミナルボルトの絶縁性をより確実に確保できるとともに、ターミナルボルトの機械
的な損傷等をより確実に防止できる。
【００１８】
　請求項４に記載された発明によれば、圧着端子の平板状の接続片が端部に溶接されたタ
ーミナルボルトを用いることにより、圧着端子のかしめ部を導線の端部にかしめ固定する
だけで、ターミナルボルトを導線の端部に取り付けることができる。よって、圧着端子の
かしめ部を用いた導線の端部に対する固定を容易にできるから、ターミナルボルトを導線
の端部に取り付ける際の作業性を向上できる。また同時に、圧着端子の接続片をターミナ
ルボルトの端部に溶接するため、ターミナルボルトと導線とをより確実に取り付けること
ができ、これらターミナルボルトと導線との間の取り付け箇所における機械的強度を向上
することができる。
【００１９】
　請求項５に記載された発明によれば、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の位
置決め装置を備えているため、これら請求項１から請求項４のいずれか一項に記載された
発明と同様の効果を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施の形態における電動モータの断面図である。
【図２】上記電動モータの一部を示す右側面図である。
【図３】上記電動モータに取り付けられる位置決め装置の斜視図である。
【図４】上記位置決め装置の底面図である。
【図５】上記位置決め装置の側面図である。
【図６】上記位置決め装置にて位置決めされるターミナルボルトの斜視図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態における電動モータに取り付けられる位置決め装置の
斜視図である。
【図８】上記位置決め装置の側面図である。
【図９】本発明の第３の実施の形態における電動モータに取り付けられる位置決め装置の
斜視図である。
【図１０】上記位置決め装置の分割片の斜視図である。
【図１１】本発明の第４の実施の形態における電動モータに取り付けられる位置決め装置
の斜視図である。
【図１２】上記位置決め装置の分割片の斜視図である。
【図１３】本発明の第５の実施の形態における電動モータに取り付けられる位置決め装置
の斜視図である。
【図１４】本発明の第６の実施の形態における電動モータのターミナルボルトの分解斜視
図である。
【図１５】本発明の第７の実施の形態における電動モータのターミナルボルトの分解斜視
図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の第１の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。
【００２２】
　図１に示すように、スイッチトリラクタンスモータ１（以下、ＳＲモータという。）は
、３相構造の電動モータであり、例えば、ＥＶカート（図示せず）のフレームに固定され
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ている。このＳＲモータ１のシャフト２には、スプロケット（図示せず）が取り付けられ
ている。このスプロケットとドライブシャフト（図示せず）との間には、チェーン（図示
せず）が巻回されている。そして、シャフト２は、回転軸であって、このシャフト２の駆
動によってスプロケットが回転しチェーンを介してドライブシャフトを回転駆動させる。
【００２３】
　具体的に、ＳＲモータ１は、ケース本体を兼ねた中空円筒状のステータコア３を備えて
いる。このステータコア３の両端側には、ステータコア３の両端側を閉塞する略円盤状の
蓋部材としての第１サイドカバーブラケット４及び第２サイドカバーブラケット５が取り
付けられている。これら第１サイドカバーブラケット４及び第２サイドカバーブラケット
５は、図２に示すように、周方向に等間隔に間隔を空けて取り付けられた複数、例えば６
本のセットボルト６にてねじ止めされて結合されている。すなわち、ステータコア３は、
第１サイドカバーブラケット４と第２サイドカバーブラケット５との間に挟持されて取り
付けられている。ここで、これらステータコア３、第１サイドカバーブラケット４及び第
２サイドカバーブラケット５によって、ＳＲモータ１のケース８が構成されている。
【００２４】
　次いで、第１サイドカバーブラケット４は、シャフト２が突出する側であるステータコ
ア３の一端側に取り付けられている。この第１サイドカバーブラケット４の中心部には、
貫通孔４ａが設けられている。また、第１サイドカバーブラケット４の内側には、軸受部
材としての第１ボールベアリング４ｂが貫通孔４ａに同心状に連通させて取り付けられて
いる。
【００２５】
　第２サイドカバーブラケット５は、第１サイドカバーブラケット４が取り付けられる側
とは反対側である、ステータコア３の他端側に取り付けられている。この第２サイドカバ
ーブラケット５の中心部には、貫通孔となる軸受孔５ａが穿設されている。この軸受孔５
ａ内には、軸受部材としての第２ボールベアリング５ｂが取り付けられている。さらに、
第２サイドカバーブラケット５の内側には、断面凹状である円環状の取付凹部５ｃが設け
られている。この取付凹部５ｃは、軸受孔５ａの外側に位置し第２サイドカバーブラケッ
ト５の周方向に亘って同心状に設けられている。そして、取付凹部５ｃの底部には、第２
サイドカバーブラケット４を貫通するボルト取付孔５ｄが設けられている。これらボルト
取付孔５ｄは、取付凹部５ｃの周方向に亘って等間隔に離間されて複数、例えば６個設け
られている。
【００２６】
　また、図１に示すように、この第２サイドカバーブラケット５の取付凹部５ｃには、図
３ないし図５に示すリングプレート１１が嵌合されて取り付けられている。このリングプ
レート１１は、ＳＲモータ１のシャフト２の同心状に取り付けられている。具体的に、こ
のリングプレート１１は、ターミナルボルト１２を位置決めする位置決め装置としてのタ
ーミナル接続用のインシュレータである。また、このリングプレート１１は、例えばガラ
ス繊維を含有させたナイロン６６やフェノール材等の絶縁部材にて断面凹状である円環状
に形成されている。さらに、このリングプレート１１は、円環状の本体部である環状部１
１ａを有している。この環状部１１ａには、この環状部１１ａの周方向に亘って等間隔に
複数、例えば６個の挿通部としてのボルト挿通孔１１ｂが穿設されている。これらボルト
挿通孔１１ｂは、環状部１１ａの厚さ方向である軸方向に沿って貫通している。また、こ
のボルト挿通孔１１ｂは、環状部１１ａの幅方向の中心部に設けられており、ターミナル
ボルト１２のねじ部１２ａの外径寸法より若干大きな内径寸法に形成されている。よって
、これら各ボルト挿通孔１１ｂは、これら各ボルト挿通孔１１ｂのそれぞれにターミナル
ボルト１２を挿通させて取り付けることによって、これらターミナルボルト１２がリング
プレート１１の周方向に向けて等間隔に並べられた状態とされる。この状態で、各ターミ
ナルボルト１２は、位置決めされて角度調整されるとともに、これら各ターミナルボルト
１２間の絶縁性が確保された位置決め構造とされる。
【００２７】
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　さらに、リングプレート１１の環状部１１ａの一側面である表面側の各ボルト挿通孔１
１ｂの開口縁には、平面視正方形状である断面凹状の嵌合凹部１１ｃが同心状に設けられ
ている。これら嵌合凹部１１ｃは、角度規制手段として機能するものであり、嵌合凹部１
１ｃの一辺を環状部１１ａの周方向に沿わせた状態で設けられている。この環状部１１ａ
の他側面である裏面側には、各ボルト挿通孔１１ｂに連通した円筒状の嵌合筒部１１ｄが
突出して設けられている。各嵌合凹部１１ｄは、リングプレート１１を第２サイドカバー
ブラケット５の取付凹部５ｃに嵌合させて取り付けた場合に、この取付凹部５ｃの各ボル
ト取付孔５ｄに嵌合する位置に対応させて設けられている。また、リングプレート１１の
環状部１１ａの外周縁及び内周縁のそれぞれには、この環状部１１ａの径方向に直交する
方向に突出した突出片としての外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆが一体的に設けられて
いる。これら外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆは、環状部１１ａの表面側に突出してお
り、この環状部１１ａの周方向に沿って並行に設けられている。
【００２８】
　第２サイドカバーブラケット５の取付凹部５ｃに嵌合させて取り付けられたリングプレ
ート１１の各ボルト挿通孔１１ｂには、接続部材としてのターミナルボルト１２がそれぞ
れ挿通されて取り付けられている。これら各ターミナルボルト１２は、外周面に螺子溝が
形成された円筒状のねじ部１２ａと、このねじ部１２ａの一端側に同心状に取り付けられ
た平板状の頭部１２ｂとで構成されている。ここで、これら各ターミナルボルト１２の頭
部１２ｂは、リングプレート１１の嵌合凹部１１ｃに嵌合可能な大きさの平面視正方形状
に形成されている。そして、この頭部１２ｂは、リングプレート１１の嵌合凹部１１ｃに
嵌合させて回転保持された状態で、このリングプレート１１のボルト挿通孔１１ｂにねじ
部１２ａが挿通されて取り付けられている。また、この頭部１２ｂは、リングプレート１
１の嵌合凹部１１ｃに嵌合させた状態で、このリングプレートの外周リブ１１ｅと内周リ
ブ１１ｆとの間に位置にしている。この状態で、頭部１２ｂは、外周リブ１１ｅ及び内周
リブ１１ｆにて覆われ、この頭部１２ｂにおける接続が機械的かつ電気的に保護されてい
る。またこの状態で、このターミナルボルト１２のねじ部１２ａは、第２サイドカバーブ
ラケット５のボルト取付孔５ｄに挿通され、この第２サイドカバーブラケット５の外部へ
と先端側を突出させて取り付けられている。
【００２９】
　さらに、これら各ターミナルボルト１２のねじ部１２ａの第２サイドカバーブラケット
５から突出している先端側の部分には、防水部材としてのＯリング１３が挿通されて取り
付けられている。このＯリング１３は、第２サイドカバーブラケット５の外側からボルト
取付孔５ｄ内に嵌合され、このボルト取付孔５ｄの内側から嵌合させて取り付けられたリ
ングプレート１１の嵌合筒部１１ｄの端部に当接している。すなわち、このＯリング１３
は、ボルト取付孔５ｄにおける防水機能を果たしている。さらに、ねじ部１２ａには、イ
ンシュレータとして樹脂製ワッシャ１４ａ及び金属製の平ワッシャ１４ｂが順次挿通され
て取り付けられている。これら樹脂製ワッシャ１４ａ及び平ワッシャ１４ｂが取り付けら
れたねじ部１２ａには、ボルト（図示せず）が取り付けられてねじ止めされ、各ターミナ
ルボルト１２を固定させている。ここで、これら樹脂製ワッシャ１４ａ、平ワッシャ１４
ｂ及びボルトのそれぞれは、第２サイドカバーブラケット５の外側から各ターミナルボル
ト１２のねじ部１２ａに取り付けられている。すなわち、これら樹脂製ワッシャ１４ａ、
平ワッシャ１４ｂ及びボルトは、ターミナルボルト１２をねじ止め固定させている。
【００３０】
　次いで、ステータコア３は、磁性材にて構成された固定子であって、このステータコア
３の内側に向けて放射状に突出する計６個の６極となる突極７ａが一体的に形成されてい
る。これら突極７ａは、ステータコア３の軸方向に亘って設けられており、これら突極７
ａのそれぞれにコイル１５が集中巻きで巻装されている。これらコイル１５は、図１に示
すように、ステータコア３の軸方向に沿って各突極７ａから突出して設けられている。
【００３１】
　さらに、これらコイル１５は、導電線である導線１５ａが巻装されて形成されている。
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この導線１５から引き出された引き出し線１５ｂは、図６に示すように、平角線にて形成
され、ステータコア３の突極７ａから第２サイドカバーブラケット５側に突出している。
また、この引き出し線１５ｂの端部１５ｃは、圧着端子１６のかしめ部１６ａにかしめ固
定されている。このかしめ部１６ａは、引き出し線１５ｂの端部１５ｃが挿入可能な内径
寸法を有する円筒状に形成されており、圧着端子１６の一端側に設けられている。この圧
着端子１６の他端側には、溶接部となる平板状の接続片１６ｂが一体的に設けられている
。この接続片１６ｂは、かしめ部１６ａの軸方向に沿わせた状態で、このかしめ部１６ａ
の軸方向の端縁に連結されている。そして、この接続片１６ｂの外側に位置する平坦面１
６ｃは、ターミナルボルト１２の頭部１２ｂの端面１２ｃにスポット溶接されて一体化さ
れて固定されている。また、接続片１６ｂの中央部には、この接続片１６ｂの厚さ方向に
向けて貫通した取付孔１６ｄが設けられている。
【００３２】
　そして、ステータコア３の内側には、このステータコア３に対して相対的に回転自在と
されたシャフト２が取り付けられている。このシャフト２は、このシャフト２の両端側が
第１ボールベアリング４ｂ及び第２ボールベアリング５ｂの内輪４ｃ，５ｅに嵌合されて
取り付けられている。このシャフト２の円筒状の本体部２ａには、電磁鋼板等の磁性材に
て形成された略十字状の複数の板材１７が挿通されて取り付けられている。そして、これ
ら各板材１７によって、回転子としてのロータコア１８が形成されている。このロータコ
ア１８の各板材１７は、シャフト２に対し相対的に回転できないように構成されている。
そして、このロータコア１８は、シャフト２からステータコア３に向けて放射状に突出す
る計４つの突極１８ａを有している。これら突極１８ａは、ステータコア３の突極７ａに
対向させて取り付けられている。
【００３３】
　次に、ターミナルボルト１２の組み付け手順及び挙動について説明する。
【００３４】
　ターミナルボルト１２の頭部１２ｂの端面１２ｃに圧着端子１６の接続片１６ｂの平坦
面１６ｃを当接させつつ角度調整した状態でスポット溶接し、圧着端子１６と一体化させ
た複数のターミナルボルト１２を予め製造しておく。
【００３５】
　そして、ＳＲモータ１の組み付け時においては、まず、ステータコア３の一端側に第１
サイドカバーブラケット４を取り付ける。さらに、ロータコア１８が取り付けられたシャ
フト２をステータコア３内に取り付けて、このシャフト２の端部を第１サイドカバーブラ
ケット４の貫通孔４ａから突出させた状態とする。
【００３６】
　次いで、ステータコア３内の各コイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃに、ターミ
ナルボルト１２と一体化された圧着端子１６のかしめ部１６ａを嵌合させてかしめ固定す
る。この結果、これら各コイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃに圧着端子１６が接
続される。
【００３７】
　そして、これら各コイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃに圧着端子１６を介して
接続された各ターミナルボルト１２のねじ部１２ａを、リングプレート１１の各ボルト挿
通孔１１ｂへ挿通させる。さらに、これら各ターミナルボルト１２の頭部１２ｂをリング
プレート１１の嵌合凹部１１ｃに嵌合させて廻り止め及び位置決めさせる。このとき、リ
ングプレート１１の外周リブ１１ｅと内周リブ１１ｆとの間に、ターミナルボルト１２の
頭部１２ｂと、この頭部１２ｂに溶接された圧着端子１６とがそれぞれ嵌合される。この
結果、これら外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆにてターミナルボルト１２の頭部１２ｂ
と圧着端子１６の接続片１６ｂとの溶接部分が機械的かつ電気的に保護される。さらに、
圧着端子１６のかしめ部１６ａにてコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃをかしめ
固定した部分もまた機械的かつ電気的に保護される。
【００３８】
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　この後、これらターミナルボルト１２が取り付けられたリングプレート１１を第２サイ
ドカバーブラケット５の取付凹部５ｃに嵌合させる。さらに、これら各ターミナルボルト
１２のねじ部１２ａを第２サイドカバーブラケット５のボルト取付孔５ｄに挿通させる。
また、これらボルト取付孔５ｄにリングプレート１１の嵌合筒部１１ｄを嵌合させて、こ
のリングプレート１１を第２サイドカバーブラケット５に位置決めさせて固定させる。同
時に、この第２サイドカバーブラケット５の軸受孔５ａに取り付けられた第２ボールベア
リング５ｂの内輪５ｅにシャフト２の端部を挿通させ、第２サイドカバーブラケット５を
ステータコア３の他端側に嵌合させる。
【００３９】
　次いで、第２サイドカバーブラケット５の各ボルト取付孔５ｄから外部へ突出している
各ターミナルボルト１２のねじ部１２ａにＯリング１３をそれぞれ嵌合させる。このとき
、これらＯリング１３を、第２サイドカバーブラケット５のボルト取付孔５ｄ内に嵌合さ
せ、リングプレート１１の嵌合筒部１１ｄの端部に当接させて、これら各ボルト取付孔５
ｄの防水処理を施す。
【００４０】
　この後、各ボルト取付孔５ｄから外部へ突出しているターミナルボルト１２のねじ部１
２ａのそれぞれに樹脂製ワッシャ１４ａ及び平ワッシャ１４ｂを順次挿通させる。次いで
、このねじ部１２ａにナットを取り付けて、これらターミナルボルト１２のそれぞれを第
２サイドカバーブラケット５にねじ止め固定させる。
【００４１】
　さらに、セットボルト６を取り付けて第２サイドカバーブラケット５を第１サイドカバ
ーブラケット４にねじ止めし、これら第２サイドカバーブラケット５とステータコア３及
び第１サイドカバーブラケット４とを結合させる。
【００４２】
　以上詳述したように、第１の実施の形態に係るＳＲモータ１によれば、ステータコア３
に取り付けられた複数のコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃに圧着端子１６を介
して接続された各ターミナルボルト１２のねじ部１２ａをリングプレート１１の各ボルト
挿通孔１１ｂに挿通させる構成とした。この結果、これら各ターミナルボルト１２を所定
位置に容易に位置決めできるとともに、これら各ターミナルボルト１２間が離されて設置
されるため、これらターミナルボルト１２間の絶縁性を確保できる。さらに、このリング
プレート１１を周方向に回転させて調整するだけで、各ターミナルボルト１２が取り付け
られたリングプレート１１を第２サイドカバーブラケット５の取付凹部５ｃに嵌合できる
。また、位置決めされた各ターミナルボルト１２のねじ部１２ａのそれぞれを第２サイド
カバーブラケット５のボルト取付孔５ｄに挿通させて取り付けることができる。
【００４３】
　したがって、これら各ターミナルボルト１２を別個に第２サイドカバーブラケット５の
ボルト取付孔５ｄに一つずつ挿通させて取り付ける場合に比べ、これら各ターミナルボル
ト１２を一度に第２サイドカバーブラケット５の各ボルト取付孔５ｄに挿通できる。この
ため、周囲のクリアランスが小さい中においても容易に組み立てることができる。特に、
ＳＲモータ１は、ターミナルボルト１２等の本数が４本又は６本と多いため、接続端子の
個数が少ないモータに比べ、組み立て時の作業性及び生産性を大幅に向上できる。
【００４４】
　さらに、リングプレート１１の各ボルト挿通孔１１ｂに平面視正方形状の嵌合凹部１１
ｃを設けた構成とした。この結果、この嵌合凹部１１ｃに、各ボルト挿通孔１１ｂに挿通
させて取り付けられた各ターミナルボルト１２の平面視正方形状の頭部１２ｂを嵌合させ
ることにより、これら各ターミナルボルト１２を廻り止めできる。よって、リングプレー
ト１１にターミナルボルト１２を取り付けた状態で、これらターミナルボルト１２を位置
決めでき絶縁性を確保できる。また、これらターミナルボルト１２の廻り止めができ、こ
れらターミナルボルト１２の角度規制ができるから、これらターミナルボルト１２を第２
サイドカバーブラケット５に取り付ける際の作業性をさらに向上できる。
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【００４５】
　特に、リングプレート１１を円環状としたことにより、このリングプレート１１をＳＲ
モータ１のシャフト２の周囲に同心状に取り付けることができる。よって、図２に示すよ
うに、このリングプレート１１に取り付けられたターミナルボルト１２を周方向に並べて
取り付けることができる。このため、これらターミナルボルト１２を、ＳＲモータ１内の
スペースを比較的確保し易い外周域に設置することができる。したがって、ＳＲモータ１
のコイル１５等の取り付け位置に関わらず、このコイル１５の引き出し線１５ｂに接続さ
れた各ターミナルボルト１２をリングプレート１１にて所定位置に容易に位置決めできる
。よって、これらターミナルボルト１２の位置決め作業をより容易にできる。
【００４６】
　さらに、リングプレート１１の円環状の環状部１１ａの外周縁及び内周縁のそれぞれに
外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆを設けた構成とした。また同時に、リングプレート１
１の各ボルト挿通孔１１ｂに挿通されて取り付けられた各ターミナルボルト１２の頭部１
２ｂを、外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆにて覆う構成とした。このため、これらター
ミナルボルト１２の頭部１２ｂと圧着端子１６の接続片１６ｂとの溶接部分が、外周リブ
１１ｅと内周リブ１１ｆとの間に位置することとなり、これら外周リブ１１ｅ及び内周リ
ブ１１ｆにて覆われる。よって、これらターミナルボルト１２の頭部１２ｂと圧着端子１
６の接続片１６ｂとの溶接部分を機械的に保護でき、この溶接部分の機械的な損傷等をよ
り確実に防止できる。また同時に、リングプレート１１が絶縁部材にて形成されているこ
とから、これらターミナルボルト１２の頭部１２ｂと圧着端子１６の接続片１６ｂとの溶
接部分における外部との絶縁性をより確実に確保できる。このため、この溶接部分をより
確実に電気的に保護できる。
【００４７】
　また、ターミナルボルト１２の頭部１２ｂに圧着端子１６の接続片１６ｂをスポット溶
接し、圧着端子１６と一体化させた複数のターミナルボルト１２を予め製造しておく。こ
のため、ＳＲモータ１の組み付け時に、ステータコア３内の各コイル１５の引き出し線１
５ｂの端部１５ｃに、ターミナルボルト１２と一体化された圧着端子１６のかしめ部１６
ａをかしめ固定する。よって、これら各コイル１５の引き出し線１５ｂに圧着端子１６を
接続するだけで、これらコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃにターミナルボルト
１２を電気的に接続できる。
【００４８】
　したがって、圧着端子１６のかしめ部１６ａによるコイル１５の引き出し線１５ｂの端
部１５ｃへかしめ固定する作業を容易にできる。よって、各ターミナルボルト１２を引き
出し線１５ｂの端部１５ｃに電気的に接続する際の作業性を大幅に向上できる。また、圧
着端子１６の接続片１６ｂをターミナルボルト１２の頭部１２ｂにスポット溶接して電気
的かつ機械的に接続する。このため、圧着端子１６の接続片１６ｂをターミナルボルト１
２の頭部１２ｂに半田付けする場合に比べ、各ターミナルボルト１２と引き出し線１５ｂ
とをより確実に接続できる。また、溶接の場合には機械的強度を確保することが可能であ
るため、これらターミナルボルト１２と引き出し線１５ｂとの溶接部分における機械的強
度を確保できる。よって、これらターミナルボルト１２と引き出し線１５ｂとの間の断線
をより確実に防止できる。
【００４９】
　特に、これらターミナルボルト１２に溶接される圧着端子１６としては、量産品や既製
品を用いることが可能である。このため、圧着端子１６を改めて製造する必要がなく、圧
着端子１６を用いることによる製造コストの大幅な向上がない。また、圧着端子１６の接
続片１６ｂが平板状であることから、スポット溶接の際に用いる電極として、汎用の電極
を用いて対応できるため、このスポット溶接に必要なコストを大幅に削減できる。
【００５０】
　また、これらターミナルボルト１２の頭部１２ｂの端面１２ｃに圧着端子１６の接続片
１６ｂを溶接する構成とした。この結果、圧着端子１６の接続片１６ｂの取付孔１６ｄを
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拡径させ、この取付孔１６ｄにターミナルボルト１２のねじ部１２ａを挿通させて取り付
ける場合に比べ、ターミナルボルト１２のねじ部１２ａのねじ有効長を短くすることがな
い。よって、ねじ部１２ａに取り付けられるナットの固定に影響がない。さらに、圧着端
子１６のサイズ変更が適宜可能であるため、コイル１５の引き出し線１５ｂの線種、線径
、束数等を変更した場合であっても、この圧着端子１６のサイズ等を変更することによっ
て適宜対応できる。
【００５１】
　さらに、これらターミナルボルト１２に圧着端子１６を溶接する際においては、これら
ターミナルボルト１２の頭部１２ｂの端面１２ｃに圧着端子１６の接続片１６ｂの平坦面
１６ｃを当接させてスポット溶接する。このため、このターミナルボルト１２と圧着端子
１６とを溶接する際に、ターミナルボルト１２の頭部１２ｂに対する圧着端子１６の接続
片１６ｂの取り付け角度を適宜調整することができる。したがって、種々のＳＲモータ１
に用いられるリングプレート１１の大きさ等に対応させて、ターミナルボルト１２と圧着
端子１６との取り付け角度を適宜調整しながら溶接できる。
【００５２】
　ここで、ＳＲモータ１は、インダクションモータやブラシレスモータ等の他の電動モー
タに比べ、ステータコア３とロータコア１８との間の吸引力が大きい。よって、これらス
テータコア３とロータコア１８との間の吸引及び反発の繰り返し回数が少ない。このため
、シャフト２を回転させることによってケース８内の空気が流動してケース８内に負圧部
分が形成され、この負圧部分の形成に伴いＳＲモータ１に振動が発生し、この振動によっ
てノイズ（音）が発生するおそれがある。この点においては、リングプレート１１を用い
ることにより、各ターミナルボルト１２を適正な位置に位置決めできる。このため、この
ターミナルボルト１２の取り付け位置のずれ等に起因する振動の発生を防止でき、この振
動に伴うノイズの発生を少なくできる。よって、このリングプレート１１を用いることに
より、ＳＲモータ１の防振対策及び防音対策を施すことができる。
【００５３】
　次に、図７及び図８に基づき、本発明の第２の実施の形態について説明する。
【００５４】
　この第２の実施の形態は、第１の実施の形態に対しリングプレート１１Ａの構成のみ異
なり、その他の構成は同様である。したがって、このリングプレート１１Ａの構成のみ説
明し、その他の構成については、説明を省略する。
【００５５】
　具体的に、このリングプレート１１Ａは、図７及び図８に示すように、第１の実施の形
態のリングプレート１１の外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆがない略平板状に形成され
たものである。そして、このリングプレート１１Ａは、円環平板状の環状部１１ａにボル
ト挿通孔１１ｂが設けられ、この環状部１１ａの表面側の各ボルト挿通孔１１ｂの開口縁
に嵌合凹部１１ｃが同心状に設けられている。さらに、環状部１１ａの裏面側の各ボルト
挿通孔１１ｂに連通して嵌合筒部１１ｄが設けられている。
【００５６】
　したがって、このリングプレート１１Ａは、円環平板状の環状部１１ａにボルト挿通孔
１１ｂ、嵌合凹部１１ｃ及び嵌合筒部１１ｄが形成された構成の略平板状である。このた
め、第１の実施の形態のリングプレート１１に比べ、ターミナルボルト１２の頭部１２ｂ
の溶接部分と、圧着端子１６にて引き出し線１５ｂをかしめ固定した部分とを電気的かつ
機械的に保護できない。しかしながら、より簡易な構成の金型でリングプレート１１Ａを
成形できるため、このリングプレート１１Ａの製造性をより向上できる。
【００５７】
　次に、図９及び図１０に基づき、本発明の第３の実施の形態について説明する。
【００５８】
　この第３の実施の形態は、第１の実施の形態に対しリングプレート１１Ｂの構成のみ異
なり、その他の構成は同様である。したがって、このリングプレート１１Ｂの構成のみ説
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明し、その他の構成については、説明を省略する。
【００５９】
　具体的に、このリングプレート１１Ｂは、図９及び図１０に示すように、第１の実施の
形態のリングプレート１１が周方向に向けて同一形状の複数、例えば３つの分割片２１に
分割されて構成されている。そして、これら分割片２１は、リングプレート１１を１２０
°間隔で分割したものであって、円弧状の本体部２２を備えている。この本体部２２には
、計２個のボルト挿通孔１１ｂが形成されている。また、これらボルト挿通孔１１ｂに対
応させて嵌合凹部１１ｃ及び嵌合筒部１１ｄのそれぞれが形成されている。また、この本
体部２２の外周縁及び内周縁に外周リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆが設けられている。
【００６０】
　さらに、図１０に示すように、各分割片２１の本体部２２の周方向の一端部には、この
本体部２２の裏面に沿った平板状の係合部としての係合片部２３が設けられている。この
係合片部２３の中央部には、軸方向に沿って開口した嵌合孔２４が設けられている。一方
、各分割片２１の本体部２２の周方向の他端部には、この本体部２２の裏面側を段状に窪
ませた形状の係合部としての係合段部２５が設けられている。この係合段部２５の中央部
には、軸方向に沿って突出した円柱状の嵌合凸部２６が設けられている。そして、これら
係合段部２５及び嵌合凸部２６は、任意の分割片２１の係合段部２３に、他の分割片２１
の係合片部２３が嵌合され、この分割片２１の嵌合凸部２６が他の分割片２１の嵌合孔２
４に嵌合される。この状態で、分割片２１は、連結され、計３つの分割片２１の係合片部
２３及び係合段部２５が互いに交互に連結されて円環状のリングプレート１１Ｂが形成さ
れる。
【００６１】
　したがって、このリングプレート１１Ｂを周方向に向けて分割した同一形状の複数の分
割片２１にて形成する構成とした。この結果、リングプレート１１を一つの金型で製造す
る場合に比べ、このリングプレート１１Ｂを分割した分割片２１の場合には、より小さく
安価な金型で製造できる。また、各分割片２１の形状をそれぞれ同一形状としたことによ
り、一つの金型で複数の分割片２１を製造することによってリングプレート１１Ｂを製造
できるため、リングプレート１１Ｂの製造性を向上できる。さらに、リングプレート１１
Ｂを分割したことにより、各分割片２１の嵌合孔２４に嵌合凸部２６を嵌合させた状態で
、これら嵌合孔２４及び嵌合凸部２６を中心として、各分割片２１の設置位置を調整でき
る。このため、これら分割片２１のボルト挿通孔１１ｂに挿通されて取り付けられたター
ミナルボルト１２の取り付け位置及び角度調整がより容易にできる。
【００６２】
　次に、図１１及び図１２に基づき、本発明の第４の実施の形態について説明する。
【００６３】
　この第４の実施の形態は、第１の実施の形態に対しリングプレート１１Ｃの構成のみ異
なり、その他の構成は同様である。したがって、このリングプレート１１Ｃの構成のみ説
明し、その他の構成については、説明を省略する。
【００６４】
　具体的に、このリングプレート１１Ｃは、図１１及び図１２に示すように、第２の実施
の形態のリングプレート１１Ａを、第３の実施の形態のリングプレート１１Ｂと同様に分
割させたものである。すなわち、このリングプレート１Ｃは、同一形状の計３つの分割片
２１Ｃにて構成されている。これら分割片２１Ａは、リングプレート１１Ｃを１２０°間
隔で分割した円弧状の本体部２２Ｃを備えている。この本体部２２Ｃには、ボルト挿通孔
１１ｂ、嵌合凹部１１ｃ及び嵌合筒部１１ｄがそれぞれ２つずつ形成されている。そして
、本体部２２Ｃの周方向の一端部には、係合片部３３及び嵌合孔３４が設けられている。
また、この本体部２２Ｃの周方向の他端部には、係合段部３５及び嵌合凸部３６が設けら
れている。
【００６５】
　したがって、このリングプレート１１Ｃが略平板状であることから、第３の実施の形態
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のリングプレート１１Ｂに比べ、より簡易かつ小型の金型でリングプレート１１Ｃを成形
できる。このため、このリングプレート１１Ｃの製造性をより向上することができる。
【００６６】
　次に、図１３に基づき、本発明の第５の実施の形態について説明する。
【００６７】
　この第５の実施の形態は、第１の実施の形態に対しリングプレート１１Ｄの構成のみ異
なり、その他の構成は同様である。したがって、このリングプレート１１Ｄの構成のみ説
明し、その他の構成については、説明を省略する。
【００６８】
　具体的に、このリングプレート１１Ｄは、図１３に示すように、第２の実施の形態のリ
ングプレート１１Ａを１２０°間隔で３分割したものであり、同一形状の計３つの分割片
２１Ｄにて構成されている。これら分割片２１Ｄは、円弧状の本体部２２Ｄを備えている
。この本体部２２Ｄには、ボルト挿通孔１１ｂ、嵌合凹部１１ｃ及び嵌合筒部１１ｄがそ
れぞれ２つずつ形成されている。そして、この本体部２２Ｄの周方向の両端部は、この本
体部の径方向に沿った直線状の平坦面２７とされている。
【００６９】
　したがって、このリングプレート１１Ｄは、このリングプレート１１Ｄを分割させた各
分割片２１Ｄ同士が係合しない構成である。このため、より簡易な構成かつ小型の金型で
リングプレート１１Ｄを成形できるとともに、分割片２１を連結させて一つのリングプレ
ート１１Ａを形成する場合に比べ、これら各分割片２１Ｄの取り付け位置をより容易に調
整できる。よって、これら分割片２１Ｄのボルト挿通孔１１ｂに挿通されて取り付けられ
たターミナルボルト１２の取り付け位置及び取り付け角度のそれぞれをより容易に調整で
きる。
【００７０】
　次に、図１４に基づき、本発明の第６の実施の形態について説明する。
【００７１】
　この第６の実施の形態は、第１の実施の形態に対しターミナルボルト１２とコイル１５
の引き出し線１５ｂの端部１５ｃとの接続の構成のみ異なり、その他の構成は同様である
。したがって、このターミナルボルト１２とコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃ
との接続の構成のみ説明し、その他の構成については、説明を省略する。
【００７２】
　具体的に、このターミナルボルト１２は、図１４に示すように、このターミナルボルト
１２の頭部１２ｂの端面１２ｃに、コイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃの一側面
１５ｄを当接させた状態でスポット溶接されている。そして、これらターミナルボルト１
２とコイル１５の引き出し線１５ｂとは、電気的かつ機械的に接続されている。このため
、これらターミナルボルト１２の頭部１２ｂにコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５
ｃを直接溶接した場合であっても、これらターミナルボルト１２と引き出し線１５ｂとを
より確実に接続できる。また同時に、これらターミナルボルト１２と引き出し線１５ｂと
の溶接部分における機械的強度を確保できる。
【００７３】
　次に、図１５に基づき、本発明の第７の実施の形態について説明する。
【００７４】
　この第７の実施の形態は、第１の実施の形態に対しターミナルボルト１２Ａと圧着端子
１６と接続の構成のみ異なり、その他の構成は同様である。したがって、このターミナル
ボルト１２Ａと圧着端子１６との接続の構成のみ説明し、その他の構成については、説明
を省略する。
【００７５】
　具体的に、このターミナルボルト１２Ａは、このターミナルボルト１２Ａの頭部１２ｂ
の端面１２ｃの中心位置にねじ孔１２ｄが開口されて形成されている。このねじ孔１２ｄ
は、ターミナルボルト１２Ａの軸方向に沿って設けられている。そして、このねじ孔１２
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ｄは、ねじ材２８のねじ部２８ａが挿入されてねじ止めできるように構成されている。こ
のねじ材２８は、円筒状のねじ部２８ａの一端部に円板状の頭部２８ｂが同心状に形成さ
れている。このねじ材２８のねじ部２８ａは、圧着端子１６の接続片１６ｂの取付孔１６
ｄに挿入させた状態で、ターミナルボルト１２Ａのねじ孔２８に挿入されて固定されてい
る。そして、圧着端子１６の接続片１６ｂは、ねじ材２８によってターミナルボルト１２
Ａの頭部１２ｂに接続されて固定されている。
【００７６】
　したがって、圧着端子１６の接続片１６ｂの取付孔１６ｄに挿通させたねじ材２８のね
じ部２８ａを、ターミナルボルト１２Ａの頭部１２ｂに設けられたねじ孔１２ｄに挿入さ
せてねじ止めさせる。この結果、これらターミナルボルト１２Ａの頭部１２ｂに圧着端子
１６の接続片１６ｂを接続できるから、これらターミナルボルト１２Ａに圧着端子１６を
接続する際に必要となるスポット溶接等の作業を省略できる。よって、これらターミナル
ボルト１２Ａに圧着端子１６を取り付ける作業をより容易にできる。
【００７７】
　なお、上記各実施の形態においては、ＳＲモータ１のコイル１５の引き出し線１５ｂに
接続されたターミナルボルト１２，１２Ａを、リングプレート１１，１１Ａ，１１Ｂ，１
１Ｃ，１１Ｄの厚さ方向に貫通させた円形状のボルト挿通孔１１ｂに挿通させて位置決め
するものを示している。しかしながら、本発明はこれに限らず、一部が径方向に拡開した
略Ｃ字状のボルト挿通孔１１ｂ（挿通部）であっても良い。
【００７８】
　また、上記各実施の形態においては、計６個のコイル１５を備えたＳＲモータ１を示し
ている。しかしながら、本発明はこれに限らず、他のインダクションモータやブラシレス
モータ等の電動モータについても、各コイル１５の導線１５ａの端部１５ｃに接続された
ターミナルボルトを位置決めする手段として、本発明を用いることができる。
【００７９】
　特に、上記各実施の形態においては、一端にかしめ部１６ａが形成され、他端に接続片
１６ｂが設けられた圧着端子１６を用いている。また、この圧着端子１６の接続片１６ｂ
をターミナルボルト１２，１２Ａの頭部１２ｂに溶接して取り付けてから、圧着端子１６
のかしめ部１６ａをコイル１５の引き出し線１５ｂの端部１５ｃにかしめ固定するものを
示している。しかしながら、本発明はこれに限らず、各コイル１５の導線１５ａの端部１
５ｃとターミナルボルト１２，１２Ａとを確実に接続できるものであれば良い。
【００８０】
　また、上記第１及び第３の実施の形態においては、リングプレート１１，１１Ｂの外周
リブ１１ｅ及び内周リブ１１ｆを一体的に形成したものを示している。しかしながら、本
発明はこれに限らず、このリングプレート１１，１１Ｂの外周リブ１１ｅ及び内周リブ１
１ｆを別個の部材として形成して、このリングプレート１１，１１Ｂを計３つの部材で構
成することもできる。
【符号の説明】
【００８１】
１　ＳＲモータ（電動モータ）
２　シャフト
２ａ　本体部
３　ステータコア
４　第１サイドカバーブラケット
４ａ　貫通孔
４ｂ　第１ボールベアリング
４ｃ　内輪
５　第２サイドカバーブラケット
５ａ　軸受孔
５ｂ　第２ボールベアリング
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５ｃ　取付凹部
５ｄ　ボルト取付孔
５ｅ　内輪
６　セットボルト
７ａ　突極
８　ケース
１１，１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ　リングプレート（位置決め装置）
１１ａ　環状部（本体部）
１１ｂ　ボルト挿通孔（挿通部）
１１ｃ　嵌合凹部
１１ｄ　嵌合筒部
１１ｅ　外周リブ（突出片）
１１ｆ　内周リブ（突出片）
１２，１２Ａ　ターミナルボルト
１２ａ　ねじ部
１２ｂ　頭部
１２ｃ　端面
１２ｄ　ねじ孔
１３　Ｏリング
１４ａ　樹脂製ワッシャ
１４ｂ　平ワッシャ
１５　コイル
１５ａ　導線
１５ｂ　引き出し線
１５ｃ　端部
１５ｄ　一側面
１６　圧着端子
１６ａ　かしめ部
１６ｂ　接続片
１６ｃ　平坦面
１６ｄ　取付孔
１７　板材
１８　ロータコア
１８ａ　突極
２１，２１Ｃ，２１Ｄ　分割片
２２，２２Ｃ，２２Ｄ　本体部
２３　係合片部（係合部）
２４　嵌合孔
２５　係合段部（係合部）
２６　嵌合凸部
２７　平坦面
２８　ねじ材
２８ａ　ねじ部
２８ｂ　頭部
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